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遠軽ロータリークラブ

★開 会 点 鐘：上田 稔 副会長
★国 歌：君が代
★Ｒ ソ ン グ ：奉仕の理想
★四つのテスト：橋本 政司 君①

第２９５０回 例 会 記 録
日時：2020年 1月 9日(木)18:00～
会場：ホテルサンシャイン ２階
司会：木村 一則 ＳＡＡ②
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会長報告 上田 稔 副会長③
会員の皆様の中には喪中の方もいらっしやると

思いますが、お許しを頂きまして申し上げます。
新年おめでとうございます。
もう何度か繰り返していった言葉ですが、とて

も良い言葉だと思います。言っただけで何か心が
温まり、新しい何ものかが身体のすみずみに満ち
てくるような感がします。
今年の年末年始は雪も少なく晴れ渡りすばらし

い新年を迎えられた事と思います。
当遠軽ロータリークラブも昨年還暦を迎えて新

しくはじまる1年目が12支の始まりのねずみと言
うのも区切りの良い再スタートと思われます。
今年は４名の会員の方が年男です。
4名を含めました皆様がお仕事に、当クラブ活

動に躊躇する事無く、大いにご自分の考えを表明
され仲間と明るく楽しい時間を過ごせます様共に
歩んで行きましょう。
私事で恐縮ですが、私は昨年暮れに初めてギッ

クリ腰を味わいました。今年はまず健康第一を心
がけたいと思っています。何はともあれ、健康は
その仕事を進めていく決めてとなると言われてい
るのですが、私も痛いほどその事を知らされまし
た。いかにファイトを持っていても体力が伴わな
ければそれを発揮することは不可能です。

会員の皆様の90％は現役でお仕事をされてお
ります。今年も健康には充分ご留意され楽しく幸
福感を得られます事を切望致します。
又、今年はオリンピックイヤーであります。昨

年のラグビーもそうでしたが地元開催と言うのは
プラスαの力を見せてくれます。
道内でも、マラソン・競歩・サッカーが開催さ

れます。色々な意味で楽しませてくれる事と思い
ます。一緒に楽しみましょう。
最後になりますが、どうか今年も仲間の一人と

してご指導頂きますよう宜しくお願い致します。

幹事報告 本間 克明 幹事④
１．第7回理事会報告
a.１月の例会プログラム：2日 休会

9日 夜間例会（新年交礼会）
16日 クラブフォーラム（上半期報告）
23日 会員卓話～吉川会員
30日 ゲスト卓話～自衛隊旭川地方本部長

b. 「台風19号災害へのご支援について」、
10,000円を寄付します。

２．ガバナー事務所より、2020-2021年度ガバナ
ーノミニーの宣言文書(2022-2023年度ガバナ
ーを旭川西RC久木佐知子君とすることの宣言)。

３．各団体よりクリスマス会対応の礼状。
４．60周年記念事業として「道の駅」に寄贈し

た大型モニターの写真を回覧しています。
５．今月のロータリーレートは、１ドル110円。

委員会報告／他
◇金谷 正一 60周年記念式典実行委員会幹事⑤

配布の｢遠軽ロータリークラブ創立60周年記念
式典決算書｣をご確認下さい。宜しくお願いします。
◇木村 一則 SAA

作秋、瑞宝双光章の栄誉に輝きました棚橋忠君
⑥に記念として額入写真を贈呈します。

本日のプログラム 新年交礼会
前島 英樹 親睦活動委員長⑦

◇乾杯の音頭 “年男”本吉 春雄 君
◇“宝くじ”ゲット数字予想クイズ

【名前後の○数字は写真番号】

2020年 1月23(木) 12:30～
会 員 卓 話

吉川 紘 君

2020年 1月16(木) 12:30～
クラブフォーラム

上 期 活 動 報 告
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12月19日 42 39 35 90%
1月 9日 42 39 30 77%

須藤順一
出席委員⑧

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：渡辺 勉 副会長：上田 稔
会長エレクト：佐久間英昭 幹事：本間克明
会計：島田光隆 ＳＡＡ：木村一則
直前会長：遠藤利秀 事務局員：佐藤郁子
◇1959年9月12日創立 1959年11月7日認証

2019-2020年度 国際ロータリー
会長：マーク・ダニエル・マローニー(米国)
第2500地区ガバナー 吉田 潤司(釧路ＲＣ)
第4分区ガバナー補佐 川崎 敏夫(興部ＲＣ)

編集・発行：メディア委員会
委員長：石井朋子 副委員長：竹森英樹
委 員：高井一博 東海林勉 山田荘一

本吉春雄 吉川 紘 大西孝拡

本日のプログラム Ⅱ．会員卓話
１本の植樹から緑の山作りで、

地球温暖化の抑制に協力を
教護施設入寮児童生徒と教護職員で植林と下草
刈、蔓切、除間伐を行っておりました。家庭学校
のモットーは、「1本木を切ったら3本植えよ」
でありました。

１本の木は樹であり、2本で林、3本植えて森
となり、やがて森が集まって山となります。この
ことから、教護施設入寮児童生徒と教護職員は山
作りとして、山と心に木を植えたと思います（自
然教育発想の原点）。

「百年の大計は教育にあり、明日のことを考え
るなら麦を蒔け、百年後のことを考えるなら木を
植えよ」と北海道家庭学校4代目校長・留岡清男
先生の自然教育の原点かもしれません。私にご教
示いただきました。

（右上の写真は本文とは関係ありません。）

最近身近で感じたことは「蝉」「キリギリス」
「コオロギ」「鈴虫」の鳴き声を聞いたことがあ
りますか。蝶、トンボ、バッタ等の昆虫類につい
ては、いかがですか。極端にその数が減少してい
るように感じませんか？

遠軽町の蝶「オオイチモンジ」・絶滅危惧種
「アサマシジミ」がおります。

森林は、自然に毎年成長します。昔、郵便局の
利息は年々樹の成長を見て決めたと言われており
ます。山作りは、人づくりです。

ロータリアンの皆さん、山作りは「百年の大
計」、第一歩です。1本の植林で地球温暖化防止
と自然環境の保全に協力願えれば幸いです。

ニコニコＢＯＸ 前島 英樹 親睦活動委員長⑦
成田弘明君 善行賞受賞 10,000円
橋本政司君 善行賞受賞 10,000円
金谷正一君 遠軽電気(株)社長退任 5,000円
張江紀代美君 ノーバッジ 2,000円

2019-20年度合計 360,000円
☆閉会点鐘：上田稔副会長 ☆今月会報担当：高井一博委員
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